
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七三だより 臨時号 
令和７年度第２回学校評価結果 

令 和 ８ 年 ３ 月 １ ９ 日 

京都市立七条第三小学校 

校  長  中 野  真 吾 

 お忙しい中、第２回学校評価アンケートにご協力をいただきありがとうございました。結果についてまとめました

ので、お知らせいたします。 

児童アンケート結果分析 

結果分析 全体として、「そう思う」「だいたいそう思う」といった肯定的な回答が多くの質問項目で高い割合を占めてお

り、子どもたちが学校生活や学習に対して概ね前向きな意識をもっていることがうかがえます。特に、学校生活の

楽しさや人間関係、教職員への信頼に関する項目では、学校が安心して過ごせる場となっていることが読み取れ

ます。 

一方で、生活習慣や家庭学習に関わる項目では、肯定的回答が多いものの、「あまりそう思わない」「そう思わな

い」と答える児童も一定数見られ、家庭環境や生活リズムの個人差が表れています。今後も家庭との連携を意識し

た継続的な取組が必要であると考えています。 

また、自己肯定感や自己有用感に関する項目では、肯定的な回答が多い一方、他項目に比べて慎重な回答も見

られます。子どもの発達段階に応じ、日常的な声かけや良さを認め合う指導を通して、自己肯定感を育てていくこ

とが重要であると考えています。 

学校は楽しいですか 授業は、楽しくてよく分かりますか 

先生や学校にいる大人は、話を聞いてくれ

たり、相談にのってくれたりしていますか 

授業中、進んで学習に取り組んでいますか 

学校は楽しいですか（学年別） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感・自己有用感の学年別推移 （「そう思う」＋「だいたいそう思う」） 肯定的回答率） 

 

保護者アンケート結果分析 

結果分析 保護者の皆様には、学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

集計結果から、学校生活について「学校を楽しいと言っている」「友だちや周りの人を大切にしている／大切に

されている」「教職員が相談にのっている」などの項目で、肯定的な回答が多く、本校の安心感や人間関係、相談体

制が強みとしてうかがえました。 

一方で、「読書が好き」「家で計画を立てて学習している」など学習習慣に関わる項目は、他項目に比べて肯定的

な割合が低く、今後の課題です。また学年別には、高学年になるほど「早寝・早起き」や「情報端末のルールを守る」

といった生活習慣に関する項目で肯定的な割合が下がる傾向も見られました。今後も学校と家庭が連携し、読書

習慣や家庭学習、生活リズムづくりを一緒に進めてまいります。 

お子さんは、学校を楽しいと言っ

ていますか 

お子さんは、友だちや周りの人を大切

にしていますか 

お子さんは、友だちや周りの人

から大切にされていますか。 

教職員は、お子さんのことについ

て相談にのっていますか 

お子さんは、学校を楽しいと言っていますか（学年別） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんは、読書が好きで

すか 

お子さんは、家で計画を立てて、

進んで学習をしていますか 

ご家庭では、スマートフォンやタブレット等

の情報端末を使う際のルールを定め、お子

さんは守ることができていますか 

教職員アンケート結果分析 

結果分析 
教職員アンケートからは、特に、学校や学級の約束やきまりの指導、子どもが主体的に取り組める活動の設定、

あいさつの励行に加え、一人一人を徹底的に大切にする学級づくりについて高い評価が得られており、子どもた

ちが安心して学校生活を送れる環境づくりが進んでいることがうかがえます。 

本校では、きまりを守ること自体を目的とするのではなく、子どもたち自身が「どうすればみんなが楽しく過ご

せるか」「自分たちで楽しい学校をつくるにはどうすればよいか」を考え、主体的に行動できるような取組を大切

にしています。こうした姿勢は、児童アンケートにおいて「学校が楽しい」と感じている子どもが多い結果にも表れ

ています。 

一方で、家庭学習への働きかけや読書への取組、学校の様子を HP 等で伝える情報発信に関わる項目では、相

対的に改善の余地が見られました。今後は、学校からの情報発信の工夫を進めるとともに、家庭と連携した学習

習慣づくり、読書活動の充実、地域・PTA と協働した取組への参加機会づくりを通して、より一層「子どもを中心

にした学びと育ち」を支えていきます。 

子ども・地域・保護者へ、自ら進

んで相手に届く挨拶を行い、範

を示している。 

子どもたちが主体的に学ぶ授

業の工夫を行っている。 

学校や学級の約束やきまりに

ついての指導を徹底している。 

一人ひとりを徹底的に大切に

する学級づくりを行っている。 



学校評価アンケート結果一覧 

 

 


